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今後の方向性

○高校生を対象にした体験学習について、Co2吸収源としての森林の機能等Co2対策を含めた
内容で取り組む。
○引き続き将来持続可能な林業経営に向け、佐久カラマツの需要の拡大や高付加価値を図る
とともに、再造林の促進に取り組む。

事

業
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等

事業を構成する細事業名等 実施内容

合　　　　　　計

事
業
実
績
・
成
果

○林業従事者確保に向け、高校生を対象にした「森のお仕事」体験学習について、本年は管内県立高校へ
直接出向き参加依頼を行う等参加者の確保に取り組んだが、コロナ感染症の影響により予定した参加者
の確保ができなかった。しかし、参加者からは「地域林業の現状や高性能林業機械に触れることができ良
かった」等の意見があった。
○カラマツ再造林については、コロナ感染症の影響により全国的に木材需要が落ち込み懸念したが、後半
から木材需要が回復し再造林面積は目標値を上回る実績となった。
○合わせて、地域内一般住民への需要拡大を目指し地消地産の取組みとして、地域産カラマツ材製品の
PRとして合庁県民ホールへダイニングテーブル・椅子のセットを設置した。

カラマツ製品等の展示PR
（テーブル・イス等の購入）

計画（実績）額 備考

・講師謝礼　18,600円
・木工体験材料他　32,905円
・傷害保険料　7,620円
・バス借り上げ料　44,000円

・消耗品費　33,000円
・運搬費　149,600円
・テーブル・イス購入費　605,000円

103,125

787,600
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佐久地域カラマツの有効利用、需要拡大による持続可能な林業経営

現 状 と
課 題

○当地域のカラマツは主伐期を迎え、今後、素材生産量の増が見込まれている。一方、カラマツ
材の利用は、合板、土木用材が大半を占め、佐久カラマツの品質を活かし高付加価値が見込め
る建築材等への利用は進んでいない。
○現在、佐久カラマツの森林認証を推進し、ブランド化に取り組んでいるが、消費者等の認知度
が低い状況である。将来持続可能な林業経営に向け、佐久カラマツの需要の拡大や高付加価
値を図るとともに、再造林の促進及び担い手確保・育成が必要である。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

○林業従事者確保に向け、高校生を対象にした「森のお仕事」体験学習の実施及び市町村等と
連携した小学生等への森林・環境教育の実施。
○地域林業の推進を図るため、一般住民等を対象に、地域産カラマツ材等森林資源の利用拡
大等に向けたPRを実施。

事業期間

地域振興推進費事業計画・自己評価書　
提  出  区  分

令和２年４月 令和３年３月

実 施 機 関 佐久地域振興局 担
当
課

林務課

事 業 名 佐久カラマツ林業推進事業
0267-63-3152（内線341）

横断的な課題

地域重点政策

sakuchi-rimmu@pref.nagano.lg.jp

Ｃ

健康長寿と地消地産の推進を核とした地域づくり

890,725

健康長寿と地消地産の推進を核とした地域づくり 佐久地域振興局

整理番号 7 課題区分

（単位：円）

高校生を対象にした「森のお仕
事」体験学習等

高校生を対象に将来林業への
就業に向けた職場体験学習の
実施及び緑の少年団等への活
動支援、森林環境教育の実施

地域産カラマツ製品等PR

指
標
及
び
達
成
状
況

成果

15人

21回

107

目標値

30人

10回

80ha

達 成 状 況成　果　指　標

職場体験参加者数

小学生等への森林・環境教育の実施、支援回数

主伐後のカラマツ再造林面積

達 成

一部達成

未 達成


